
大
正
篇
（
１
９
１
２
〜
１
９
２
６
）

大
正
１
（
１
９
１
２
）
年

こ
の
年

永
藤
パ
ン
店
開
業

　
た
ば
こ
屋
の
養
子
で
あ
っ
た
永
藤
鉄
太
郎
は
、
の
れ
ん
の
新
し
さ
を
廉
売
で
補
う
べ
く
、
当
時
一
個
一
〇
匁
（
三
七
・

五
グ
ラ
ム
）
だ
っ
た
木
村
屋
の
あ
ん
パ
ン
に
対
抗
し
て
、
一
個
一
二
匁
（
四
五
グ
ラ
ム
）
の
あ
ん
パ
ン
を
つ
く
り
、
一

個
一
銭
の
あ
ん
パ
ン
三
個
包
み
二
〇
〇
袋
を
毎
日
無
料
で
客
に
配
布
し
た
り
、
近
所
の
学
校
へ
見
本
の
パ
ン
を
寄
贈
し

た
り
と
い
う
思
い
切
っ
た
薄
利
多
売
の
商
策
を
と
っ
た
。
上
野
公
園
前
に
開
業
さ
れ
た
永
藤
パ
ン
店
は
こ
の
時
期
に
お

こ
っ
た
代
表
的
パ
ン
屋
の
一
つ
で
あ
る
。

大
正
２
（
１
９
１
３
）
年

１
・

森
永
ベ
ル
ベ
ッ
ト
、
コ
ー
フ
・
ド
ロ
ッ
プ
ス
発
売

　
　
こ
の
年
、
一
月
に
「
大
正
二
年
度
の
人
気
菓
子
」
と
し
て
次
の
四
品
を
発
表
し
た
。

　
　
新
菓
・
ベ
ル
ベ
ッ
ト
（
後
に
乳
菓
ベ
ル
ベ
ッ
ト
）

　
　
教
育
的
包
装
・
ロ
シ
ア
メ
キ
ス

　
　
咳
止
菓
子
・
コ
ー
フ
・
ド
ロ
ッ
プ
ス
（
一
個
二
〇
銭
、
玉
置
合
名
会
社
を
発
売
元
と
す
る
薬
用
菓
子
〜
薬
用
　
　

菓
子
の
製
造
に
関
し
て
六
月
、
売
薬
営
業
免
許
証
を
得
る
）

　
　
福
の
神
・
ハ
ッ
ピ
ー
（
明
治
末
期
よ
り
の
外
国
福
の
神
・
ビ
リ
ケ
ン
型
の
乾
燥
物
）

　
こ
の
中
で
特
記
し
た
い
の
は
、
コ
ー
フ
・
ド
ロ
ッ
プ
ス
の
発
売
で
、
ド
ロ
ッ
プ
ス
を
薬
用
菓
子
と
し
て
薬
問
屋
に
販

売
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ド
ロ
ッ
プ
ス
は
成
功
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
佐
久
間
商
店
が
こ
の

当
時
ド
ロ
ッ
プ
ス
を
既
に
販
売
し
て
お
り
、
他
社
が
製
造
し
て
競
争
す
る
よ
う
な
商
品
は
森
永
太
一
郎
自
身
あ
ま
り
の

り
き
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
、
お
菓
子
の
森
永
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
こ
の
薬
用
ド
ロ
ッ
プ
ス
が
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
当
時
の
消
費
者
は
お
菓
子
の
森
永
の
薬
く
さ
い
お
菓
子
と
い
う
こ
と
で
あ
ま
り
な
じ
め
な
か
っ
た
よ
う

だ
。

こ
の
年

五
合
瓶
、
開
発
さ
れ
る

　
ミ
ツ
カ
ン
の
中
埜
家
は
、
酢
の
容
器
を
検
討
し
、
従
来
使
わ
れ
て
い
た
酢
の
四
斗
樽
や
ツ
ボ
、
酒
瓶
に
か
わ
っ
て
、

五
合
瓶
入
り
の
酢
を
売
り
出
し
た
。
現
在
も
い
ろ
い
ろ
と
使
用
さ
れ
て
い
る
五
合
瓶
は
、
も
と
も
と
酢
独
自
の
容
器
と

し
て
、
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
３
（
１
９
１
４
）
年

８
・
２
０

森
永
、
小
型
紙
サ
ッ
ク
入
り
ポ
ケ
ッ
ト
用
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
発
売

　
こ
の
年
、
三
月
二
十
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
、
東
京
府
主
催
で
、
上
野
公
園
に
東
京
大
正
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
が
、
森
永
は
こ
こ
で
、
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
試
売
し
、
大
い
に
好
評
を
え
た
。
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
七
月
に

は
「
中
元
御
進
物
用
品
」
の
広
告
中
に
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
が
登
場
す
る
。

　
「
滋
養
豊
富
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
・
一
個
（
粒
）
金
五
厘
売
り
。
本
品
は
夏
季
の
衛
生
に
適
応
す
べ
く
最
新
式
製
法

を
応
用
し
製
造
し
た
る
風
味
佳
良
・
滋
養
豊
富
の
新
菓
な
り
。
粗
製
偽
品
あ
り
。
」

　
こ
こ
に
初
め
て
そ
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
東
京
田
町
工
場
で
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
大
量
生
産
、
販
売
が
開
始
さ
れ
、
キ
ャ

ラ
メ
ル
の
完
全
な
大
衆
化
に
成
功
し
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
い
う
名
前
が
つ
い
に
森
永
の
代
名
詞
と
な
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。

ま
た
需
要
に
応
じ
き
れ
ず
に
御
典
山
に
第
二
工
場
も
作
ら
れ
た
。
松
崎
氏
の
「
煙
草
代
用
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
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使
用
し
た
ポ
ケ
ッ
ト
用
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
（
一
〇
粒
）
も
同
年
八
月
二
十
日
か
ら
発
売
さ
れ
た
。
田
町
の
森
永
工
場

は
日
本
専
売
局
と
も
近
く
、
煙
草
代
用
で
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
が
大
量
に
売
れ
た
こ
と
か
ら
抗
議
を
受
け
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
真
偽
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。

９
・
１

ガ
ス
の
普
及

　
当
時
都
市
の
普
通
の
家
庭
の
燃
料
は
お
も
に
薪
、
炭
で
、
ま
れ
に
石
油
が
用
い
ら
れ
た
り
し
て
い
た
が
、
ガ
ス
の
普

及
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
で
、
し
か
も
東
京
瓦
斯
と
千
代
田
瓦
斯
両
者
の
競
争
に
よ
る
割
引
も
あ
っ
て
、
価
格
も
安
か
っ

た
（
一
、
〇
〇
〇
立
方
フ
ィ
ー
ト
に
つ
き
東
京
瓦
斯
二
円
四
〇
銭
、
千
代
田
瓦
斯
一
円
八
〇
銭
）
。
大
正
三
（
一
九
一

四
）
年
の
雑
誌
「
生
活
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
家
庭
の
最
新
式
勝
手
道
具
」
と
い
う
記
事
に
は
、
さ
び
ど
め
フ
ラ
イ

鍋
、
箱
な
し
飯
櫃
な
ど
と
な
ら
ん
で
、
ガ
ス
焼
物
器
（
四
〇
銭
と
五
〇
銭
）
、
ガ
ス
火
お
こ
し
（
炭
を
入
れ
、
ガ
ス
七

輪
に
の
せ
て
火
を
お
こ
す
も
の
。
一
五
銭
か
ら
二
一
銭
）
、
ガ
ス
点
火
器
（
二
〇
銭
、
替
石
一
個
七
銭
）
な
ど
が
あ
る
。

１
１
・

家
庭
電
化
幕
開
け

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
引
線
タ
ン
グ
ス
テ
ン
が
発
明
さ
れ
て
以
来
、
消
費
電
力
が
そ
れ
ま
で
の
三
分
の
一
で
す
む
よ
う

に
な
り
、
残
り
の
三
分
の
二
の
電
力
の
使
途
方
法
と
し
て
家
庭
電
気
器
具
の
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
頃
ニ
ク
ロ
ム
線
が
発
明
さ
れ
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

電
気
器
具
が
で
そ
ろ
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
ま
ず
京
都
電
灯
（
現
在
の
関
西
電
力
）
が
家

庭
電
熱
用
電
力
の
供
給
を
開
始
し
、
家
庭
電
化
の
幕
開
け
を
き
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
は
ほ
と
ん
ど
舶
来
の
電
気
機
器

で
、
国
産
品
は
も
っ
ぱ
ら
営
業
用
の
電
気
か
ま
ど
に
限
ら
れ
た
。
大
正
七
〜
八
（
一
九
一
八
〜
九
）
年
頃
も
、
ト
ー
ス

タ
ー
、
電
気
コ
ン
ロ
、
牛
乳
沸
し
ぐ
ら
い
で
、
ま
だ
ま
だ
一
般
家
庭
に
は
高
級
な
存
在
で
あ
っ
た
。
家
庭
電
化
の
推
奨

者
で
あ
っ
た
岸
敬
二
郎
博
士
の
台
所
は
、
さ
す
が
に
電
気
か
ま
ど
、
電
気
コ
ン
ロ
、
電
気
グ
リ
ル
、
電
気
な
べ
が
設
置

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
電
気
か
ま
ど
の
値
段
は
、
四
〇
円
。
電
気
代
は
、
当
時
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
東
京
電
灯
は
七
銭

五
厘
、
京
都
電
灯
で
六
銭
で
あ
っ
た
の
で
、
一
升
の
ご
飯
を
炊
く
の
に
約
三
銭
か
か
っ
た
。

こ
の
年

電
気
ブ
ラ
ン
全
盛
期

　
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
ブ
ド
ウ
酒
製
造
に
成
功
し
、
そ
れ
を
近
藤
利
兵
衛
商
店
を
販
売
店
と
し
て
、
「
蜂
印
香

竄
葡
萄
酒
」
と
銘
打
っ
て
売
り
出
し
た
、
初
代
神
谷
傅
兵
衛
は
、
や
が
て
浅
草
雷
門
に
神
谷
バ
ー
を
開
店
し
た
。
そ
こ

で
創
作
さ
れ
た
「
電
気
ブ
ラ
ン
」
は
こ
の
年
か
ら
七
（
一
九
一
八
）
年
頃
に
か
け
て
全
盛
期
を
む
か
え
た
。
こ
の
名
前

は
電
気
が
珍
し
か
っ
た
明
治
時
代
の
象
徴
で
も
あ
り
、
電
気
の
よ
う
に
た
ち
ま
ち
全
身
に
酔
い
が
回
る
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ブ
ド
ウ
酒
の
変
種
で
あ
る
電
気
ブ
ラ
ン
は
火
酒
で
あ
っ
た
の
で
、
グ
ラ
ス
に
一
人
二
杯
限

り
で
あ
っ
た
。

こ
の
年

丸
十
パ
ン
総
本
店
開
業

　
大
正
時
代
に
入
り
米
価
が
急
に
大
暴
騰
を
迎
え
た
た
め
、
パ
ン
業
界
は
大
き
く
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
こ
の
年
の
大
戦
、
そ
し
て
震
災
を
経
て
、
大
正
末
期
ま
で
に
、
パ
ン
は
一
般
の
人
人
の
主
食

と
し
て
す
っ
か
り
根
を
下
ろ
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
渡
米
し

て
帰
国
後
、
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
ご
ろ
か
ら
国
産
の
ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト
の
製
造
に
心
血
を
注
で
い
た
田
辺
玄
平
は
、

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
上
野
黒
門
町
に
丸
十
パ
ン
総
本
店
を
開
店
し
パ
ン
造
り
に
力
を
注
い
だ
。
丸
十
パ
ン
総
本

店
は
、
こ
の
時
期
の
パ
ン
屋
を
代
表
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
年

粉
わ
さ
び
製
造

　
粉
わ
さ
び
の
発
祥
地
は
、
静
岡
県
で
あ
る
。
小
長
谷
与
七
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
大
富
村
大
島
で
茶
の
仲
買
い
を
や
っ
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て
い
た
が
、
川
根
方
面
の
わ
さ
び
田
を
見
て
、
「
わ
さ
び
を
粉
末
に
し
て
い
つ
ま
で
も
保
存
で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
遠

方
で
も
送
れ
る
し
、
ま
た
い
つ
ま
で
も
自
由
に
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
使
用
で
き
て
さ
ぞ
便
利
だ
ろ
う
」
と
思
い
つ
き
、

製
茶
法
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
試
し
て
み
た
。
ま
ず
、
買
っ
て
き
た
水
わ
さ
び
を
日
光
で
乾
燥
さ
せ
、
手
挽
き
石
臼
で

粉
に
し
、
き
れ
い
な
和
紙
に
包
ん
で
東
京
・
名
古
屋
方
面
の
旅
館
、
料
亭
な
ど
へ
行
商
し
た
と
こ
ろ
、
好
評
だ
っ
た
の

で
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
静
岡
へ
移
住
し
て
、
本
格
的
製
造
に
着
手
し
た
。
最
初
、
川
根
方
面
の
わ
さ
び
だ
け

で
つ
く
っ
て
い
た
が
、
後
に
、
わ
さ
び
の
風
味
を
損
じ
な
い
程
度
に
カ
ラ
シ
粉
を
配
合
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
頃

か
ら
は
量
産
が
可
能
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
、
カ
ラ
シ
粉
の
代
わ
り
に
、
西
洋
わ
さ
び
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
年

醗
酵
乳
、
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
の
名
称
で
一
般
化

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、
明
治
半
ば
ご
ろ
か
ら
牛
乳
業
者
が
残
乳
を
処
理
す
る
方
法
と
し
て
、
乳
酸
発
酵
を
起
こ
さ
せ
、
整

腸
剤
と
し
て
販
売
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
ま
だ
企
業
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
末
に
な
る

と
、
古
く
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
で
飲
用
さ
れ
て
い
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
効
能
が
日
本
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
明
治

四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
五
月
、
東
京
の
愛
光
舎
で
は
、
伝
研
の
細
菌
学
者
の
指
導
を
受
け
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
作
り
、

初
め
て
市
場
に
販
売
。
そ
し
て
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
の
こ
の
頃
に
な
る
と
現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ヨ
ー
グ
ル

ト
」
と
い
う
名
称
が
す
っ
か
り
一
般
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
年

「
ロ
ン
ド
ン
土
産
即
席
カ
レ
ー
」
全
国
へ
宣
伝

　
明
治
の
末
に
現
わ
れ
た
即
席
カ
レ
ー
が
、
こ
の
頃
に
な
る
と
全
国
で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
湯
で
と

い
て
、
そ
の
中
に
肉
な
り
野
菜
を
入
れ
る
と
即
座
に
お
い
し
い
カ
レ
ー
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
東
京
日
本
橋
の
岡

本
商
店
か
ら
「
ロ
ン
ド
ン
土
産
即
席
カ
レ
ー
」
と
し
て
発
売
さ
れ
て
お
り
、
婦
人
之
友
社
買
物
部
で
は
、
こ
れ
を
全
国

に
取
り
次
い
だ
。

　
「
手
軽
に
出
来
て
美
味
、
食
欲
の
進
ま
ぬ
時
、
突
然
に
来
客
の
あ
っ
た
時
、
之
が
一
番
」

と
現
在
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
と
少
し
も
変
わ
ら
ぬ
文
句
で
宣
伝
し
て
い
る
。
価
格
は
一
五
人
前
罐
入
り
三
〇
銭
、
二

五
人
前
四
〇
銭
で
、
こ
れ
に
内
地
送
料
八
銭
が
加
わ
っ
た
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
他
、
「
カ
レ
ー
チ
キ
ン
」
、
「
カ
レ
ー

フ
ェ
ッ
シ
ュ
」
、
「
カ
レ
ー
ウ
ン
ド
ン
」
そ
の
他
数
十
数
種
に
応
用
で
き
る
と
あ
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
他
に
も
多
く

売
り
出
さ
れ
、
読
売
新
聞
委
託
部
で
、
や
は
り
通
信
販
売
し
て
い
た
「
西
洋
料
理
の
素
」
は
そ
の
一
例
で
、
ラ
イ
ス
カ

レ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
、
シ
チ
ュ
ー
ソ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
価
格
は
一
個
三
〇
銭
、
送
料
は
二
個
八
銭
で
あ
っ
た
。

こ
の
年

銚
子
醤
油
合
資
会
社
創
立

　
銚
子
の
ジ
ガ
ミ
サ
（
浜
口
吉
右
衛
門
）
、
ヒ
ゲ
タ
（
田
中
玄
藩
）
、
カ
ギ
ダ
イ
（
深
井
吉
兵
衛
）
の
三
家
が
合
同
し

て
、
銚
子
醤
油
合
資
会
社
を
創
立
、
企
業
合
同
の
先
が
け
と
な
る
。
初
代
社
長
に
は
浜
口
吉
兵
衛
が
な
る
。
大
正
七

（
一
九
一
八
）
年
に
、
合
資
を
株
式
と
し
て
銚
子
醤
油
株
式
会
社
成
立
す
る
。
商
標
は
ヒ
ゲ
タ
に
統
一
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年

１
０
・

リ
グ
レ
イ
・
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
登
場

　
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
が
、
市
場
に
現
わ
れ
た
の
が
こ
の
年
で
、
別
名
噛
み
菓
子
と
称
し
て
、
縦
半
頁
大
の
新
聞
広
告
で

「
世
界
的
煙
草
代
用
品
」
と
宣
伝
発
売
し
た
。
そ
れ
が
米
国
製
の
リ
グ
レ
イ
・
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
で
あ
っ
た
。
翌
（
一

九
一
六
）
年
四
月
、
リ
グ
レ
イ
は
日
本
に
進
出
し
、
日
本
リ
グ
レ
イ
株
式
会
社
を
資
本
金
五
、
〇
〇
〇
円
で
創
立
し
、

初
め
て
の
国
産
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を
販
売
し
た
。
三
角
帽
の
外
人
が
、
「
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
と
な
り
、
八
月
か
ら

盛
ん
に
宣
伝
し
、
東
京
銀
座
を
中
心
に
都
会
人
に
も
て
は
や
さ
れ
、
遂
次
全
国
に
広
が
り
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
は

連
日
、
新
聞
紙
上
を
飾
っ
た
。
し
か
し
一
般
に
普
及
し
だ
す
の
は
第
二
次
大
戦
後
で
あ
っ
た
。
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こ
の
年

国
産
乾
燥
酵
母
に
よ
る
パ
ン
の
製
造
に
成
功

　
丸
十
パ
ン
の
創
始
者
田
辺
玄
平
は
乾
燥
酵
母
を
種
と
し
て
作
る
パ
ン
の
製
造
を
目
ざ
し
、
米
国
で
使
わ
れ
て
い
た
乾

燥
酵
母
の
国
産
を
思
い
立
ち
、
苦
難
の
末
「
マ
ジ
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
」
と
称
す
る
粗
乾
燥
酵
母
の
製
造
に
成
功
。
し
か
し
、

圧
搾
生
イ
ー
ス
ト
の
使
用
な
ど
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
旧
来
の
業
者
か
ら
は
白
眼
視
さ
れ
る
状
態
で

あ
っ
た
。
し
か
も
、
小
麦
粉
、
砂
糖
、
食
塩
、
水
を
混
ぜ
て
八
〜
一
〇
時
間
、
約
四
八
度
に
保
っ
て
▲
種
を
つ
く
ら
ね

ば
な
ら
ず
、
味
の
方
も
決
し
て
飛
躍
的
に
良
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
「
マ
ジ
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
」

の
使
用
に
よ
り
、
パ
ン
が
安
全
に
量
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
利
点
で
あ
る
。

こ
の
年

ホ
ー
カ
ー
ス
イ
ー
ト
売
り
出
す

　
こ
の
頃
、
東
京
神
田
の
堀
越
嘉
太
郎
商
店
か
ら
、
朝
鮮
人
参
応
用
「
ホ
ー
カ
ー
ス
イ
ー
ト
」
な
る
菓
子
が
売
り
出
さ

れ
、

　
「
常
に
召
し
上
が
れ
ば
牛
乳
、
鶏
卵
不
要
、
滋
養
豊
富
な
る
こ
と
実
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
以
上
」

　
と
盛
ん
に
宣
伝
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
市
村
座
の
公
演
や
国
技
館
の
演
芸
会
、
浅
草
公
演
キ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
の
興
行
な

ど
に
、
ホ
ー
カ
ー
ス
イ
ー
ト
の
口
上
を
述
べ
た
り
、
お
土
産
に
出
し
た
り
し
た
。
同
年
十
一
月
に
は
、
王
子
電
車
の
往

復
切
符
を
買
い
求
め
た
人
に
、
ホ
ー
カ
ー
ス
イ
ー
ト
一
箱
を
景
品
と
し
て
出
す
な
ど
、
そ
の
派
手
な
宣
伝
は
、
当
時
の

人
目
を
集
め
た
。

大
正
５
（
１
９
１
６
）
年

３
・

森
永
製
菓
、
フ
レ
ン
チ
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
発
売

　
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
好
況
が
つ
づ
い
て
い
る
中
で
、
森
永
は
一
層
の
売
上
げ
を
目
ざ
し
て
、
高
級
な
イ
メ
ー
ジ
を
ね
ら
っ

た
カ
バ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
一
函
一
二
銭
で
こ
の
年
発
売
し
た
。
そ
の
ソ
フ
ト
な
口
あ
た
り
は
、
当
時
の

ハ
イ
カ
ラ
連
の
人
気
を
さ
ら
っ
た
。
そ
の
広
告
に
よ
れ
ば
、

　
「
市
内
芝
區
田
町
森
永
製
菓
株
式
会
社
に
て
は
去
月
来
よ
り
売
出
せ
る
新
菓
フ
レ
ン
チ
キ
ャ
ラ
メ
ル
は
従
来
の
　
ミ

ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
に
対
し
高
等
品
に
し
て
中
味
の
上
等
な
る
は
勿
論
の
こ
と
其
外
装
の
極
め
て
紳
士
的
に
て
　
上
流
向

き
の
製
品
な
れ
ば
彼
の
議
会
の
問
題
と
な
れ
る
大
臣
向
き
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
も
云
う
べ
し
」

　
と
あ
る
。

７
・

舌
出
し
サ
ッ
ク
登
場

　
こ
の
年
本
郷
の
小
川
倉
吉
商
店
は
、
フ
レ
ン
チ
・
メ
キ
ス
チ
ュ
ア
ー
を
二
銭
で
発
売
し
た
が
、
そ
の
斬
新
な
サ
ッ
ク

が
大
き
な
話
題
と
な
り
、
業
界
を
風
靡
し
た
。
広
告
に
曰
く
、

　
「
大
々
的
珍
菓
現
る
。
意
匠
は
御
覧
の
通
り
頗
る
斬
新
に
し
て
且
つ
又
、
頗
る
面
白
い
。
」

　
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
舌
出
し
サ
ッ
ク
」
で
、
オ
カ
メ
、
黒
ン
坊
、
外
人
な
ど
の
顔
か
ら
舌
が
長
く
飛
び
出
す
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
実
用
新
安
権
は
森
永
に
買
収
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年

千
疋
屋
、
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
を
開
店

　
三
代
目
伝
次
郎
が
店
を
日
本
橋
本
町
（
現
在
の
室
町
）
に
移
し
、
新
店
舗
を
完
成
さ
せ
、
名
実
共
に
我
国
最
初
の
果

物
専
門
店
と
な
っ
た
後
、
千
疋
屋
は
急
速
に
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
年
、
四
代
目
伝
次
郎
は
同
店
舗
に
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ラ
ー
を
開
店
さ
せ
た
。
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
の
端
緒
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
に
よ
る
売
場
を
銀
座
松
屋
、
浅
草
松
屋
に
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
現
存
し
て
い
る
当
時
の
写
真

を
見
る
と
千
疋
屋
の
左
隣
に
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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大
正
６
（
１
９
１
７
）
年

こ
の
年

育
児
用
粉
乳
、
「
キ
ノ
ミ
ー
ル
」
発
売

　
我
国
で
最
初
に
つ
く
ら
れ
た
育
児
用
粉
ミ
ル
ク
は
、
東
大
の
弘
田
教
授
の
創
製
に
よ
る
調
整
粉
乳
「
キ
ノ
ミ
ー
ル
」

で
、
和
光
堂
か
ら
製
造
販
売
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
、
日
本
製
乳
か
ら
「
オ
シ
ド
リ
コ
ナ

ミ
ル
ク
」
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
な
る
と
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
に
多
量
の
粉
乳
が
入
用

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
森
永
製
菓
煉
乳
部
で
粉
乳
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
り
、
発
売
さ
れ
た
の
が
「
森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
」

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
母
乳
の
代
用
と
し
て
は
、
練
乳
を
薄
め
た
も
の
や
、
牛
乳
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
い
た
み
や

す
い
の
が
悩
み
の
種
だ
っ
た
。
以
後
、
粉
乳
は
、
で
き
る
だ
け
母
乳
に
近
い
ミ
ル
ク
に
す
る
母
乳
化
へ
の
努
力
と
、
栄

養
強
化
の
方
向
で
、
改
良
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

大
正
７
（
１
９
１
８
）
年

８
・
３

米
騒
動
お
こ
る

　
富
山
県
中
新
川
郡
西
水
橋
町
や
魚
津
町
な
ど
で
民
衆
暴
動
が
お
き
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
好
景
気
で
、
物
価

こ
と
に
米
価
が
高
騰
し
、
さ
ら
に
米
の
買
占
め
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
富
山
県
下
の
漁
家
の
婦
人
が
、
米
商
人
・
高

利
貸
し
を
襲
い
、
こ
の
女
房
一
揆
に
端
を
発
し
二
ヵ
月
の
あ
い
だ
に
、
暴
動
は
東
京
・
大
阪
な
ど
全
国
一
道
三
府
三
三

県
に
波
及
し
た
。
こ
れ
に
直
接
参
加
し
た
民
衆
は
約
七
〇
万
人
と
い
わ
れ
た
。
東
京
に
も
八
月
十
四
日
に
飛
火
し
、
あ

わ
て
た
東
京
府
白
米
組
合
は
、
青
年
義
勇
団
な
ど
の
応
援
を
得
て
、
白
米
巡
回
廉
売
を
行
っ
た
。
米
価
騰
貴
を
機
に
お

こ
っ
た
こ
の
米
騒
動
の
結
果
、
当
時
の
寺
内
内
閣
は
総
辞
職
を
し
た
。
全
国
民
の
四
分
の
一
が
ま
き
込
ま
れ
た
と
い
う

米
騒
動
は
、
食
生
活
史
上
に
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
事
件
で
あ
る
。
こ
の
騒
動
以
後
、
各
種
の
社
会
運
動
が
活

発
化
し
て
い
っ
た
。

８
・
２
２

森
永
製
菓
、
原
料
植
物
よ
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造

　
日
本
に
お
け
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
製
造
、
す
な
わ
ち
原
料
植
物
カ
カ
オ
・
ビ
ー
ン
ズ
か
ら
処
理
す
る
一
貫
作
業
が
容

易
に
工
業
化
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
の
機
械
設
備
が
巨
額
の
資
本
を
要
す
る
事
と
、
頗
る
高
度
の
技
術
を
要
す
る

た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
及
び
コ
コ
ア
が
、
生
活
必
需
品
と
し
て
欧
米
に
普
及
し
て
い
る
事
実
は
、
森

永
太
一
郎
も
再
度
の
外
遊
に
よ
り
親
し
く
見
聞
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
森
永
は
、
そ
の
製
菓
工
場
に
お

い
て
万
難
を
排
し
て
製
造
に
着
手
し
た
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
月
二
十
日
、
森
永
は
新
年
宴
会
を
帝
国
ホ
テ
ル

に
催
し
、
そ
の
席
上
原
料
カ
カ
オ
・
ビ
ー
ン
ズ
よ
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
の
新
企
画
を
発
表
し
た
。
ス
イ
ス
系
の
米
人

製
菓
技
師
オ
ス
カ
ー
・
グ
ラ
ン
ラ
ン
ド
を
招
聘
し
、
そ
の
六
月
十
五
日
、
芝
の
田
町
第
一
工
場
内
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工

場
の
設
置
竣
工
を
見
、
米
国
よ
り
購
入
し
た
機
械
の
整
備
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
え
て
八
月
二
十
二
日
、
初
め
て
そ
の

製
造
を
見
、
原
料
用
ビ
タ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
一
〇
〇
ポ
ン
ド
罐
入
り
を
発
売
し
た
が
、
こ
の
価
格
は
輸
入
品
よ
り
七
割

安
と
称
し
て
い
る
。

８
・

か
や
く
飯
、
発
表

　
米
価
値
上
が
り
が
本
格
的
に
な
っ
た
こ
の
年
、
市
民
は
米
に
代
わ
る
代
用
食
を
あ
れ
こ
れ
と
探
し
た
。
一
方
東
京
府

で
は
井
上
府
知
事
の
名
で
節
米
と
雑
穀
食
奨
励
の
た
め
、
各
種
の
か
や
く
飯
を
発
表
し
た
。
か
や
く
飯
と
い
う
の
は
具

を
入
れ
た
米
飯
の
こ
と
で
、
南
瓜
飯
、
白
米
一
升
に
卯
の
花
一
升
と
い
う
卯
の
花
飯
、
薩
摩
芋
飯
、
馬
鈴
薯
飯
、
脱
脂

大
豆
の
鳩
豆
飯
、
外
米
四
合
小
豆
一
合
の
粥
に
豆
粉
四
分
新
粉
六
分
の
団
子
を
入
れ
る
外
米
小
豆
粥
豆
粉
団
子
入
り
、

米
一
升
に
栗
一
升
薩
摩
芋
三
〇
〇
匁
と
い
う
粟
飯
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
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９
・
３
０

森
永
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
軍
需
品
と
な
る

　
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
独
立
援
助
の
た
め
の
シ
ベ
リ
ア
派
遣
軍
が
組
織
さ
れ
る
や
、
そ
の
甘
味
下
付
品
の
一
部
と
し

て
、
森
永
は
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
多
大
に
納
付
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
森
永
に
と
っ
て
初
め
て
の
軍
需

品
納
入
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
携
帯
が
非
常
に
便
利
な
こ
と
と
、
寒
い
所
で
は
溶
け
る
心
配
も
な
い

と
い
う
二
点
が
考
慮
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
最
も
大
き
な
要
因
は
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
が
国
民
に
と
っ
て
当
時
最
も

親
し
み
が
あ
る
甘
味
品
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
模
様
を
「
菓
子
新
報
」
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
軍
需
品
と
な
る

　
森
永
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
は
今
回
陸
軍
省
の
指
定
に
よ
り
西
比
利
亞
派
遣
軍
加
給
品
と
し
て
多
大
の
納
付
を
命
ぜ
ら

れ
客
月
下
旬
宇
品
糧
秣
廠
出
張
所
へ
送
付
せ
し
が
為
に
・
・
・
。
」

こ
の
年

外
米
か
ら
清
酒
製
造

　
農
商
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
正
六
〜
七
（
一
九
一
七
〜
八
）
年
当
時
、
我
国
で
は
酒
造
用
と
製
菓
用
を
合
わ
せ

る
と
、
主
用
食
以
外
に
六
〇
〇
万
石
の
内
地
米
を
使
っ
て
い
た
。
米
不
足
が
極
限
に
達
し
て
き
た
時
、
こ
れ
に
目
を
つ

け
た
の
は
当
然
で
、
醸
造
用
に
外
米
代
用
が
着
目
さ
れ
は
じ
め
る
。
東
京
王
子
の
醸
造
試
験
所
で
、
こ
の
年
、
初
め
て

外
米
清
酒
の
醸
造
を
試
み
た
。
翌
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
、
こ
の
酒
が
で
き
上
が
り
、
外
米
特
有
の
臭
気
は
全
く
な

く
、
味
も
良
好
で
、
外
米
使
用
は
充
分
可
能
の
見
込
み
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
年

食
用
蛙
、
輸
入
さ
れ
る

　
ブ
ル
・
フ
ロ
ッ
グ
、
日
本
で
は
食
用
蛙
と
呼
ば
れ
て
い
る
ア
カ
ガ
エ
ル
科
の
最
大
の
も
の
が
、
こ
の
年
、
北
ア
メ
リ

カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
。
大
阪
の
中
央
市
場
に
は
、
す
ぐ
姿
を
現
わ
し
、
カ
ツ
レ
ツ
用
と
し
て
話
題
に
の
ぼ
っ
た
。
夜
に

な
る
と
雄
が
牛
に
似
た
奇
声
を
発
し
て
鳴
く
の
で
ウ
シ
ガ
エ
ル
と
も
呼
ば
れ
た
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
日
本
冷

凍
協
会
会
長
、
加
茂
正
雄
博
士
主
催
の
冷
凍
食
品
試
食
会
が
上
野
静
養
軒
で
開
か
れ
、
献
立
に
「
池
鶏
子
」
と
あ
り
、

料
理
学
校
の
先
生
方
も
、
こ
れ
に
は
首
を
ひ
ね
っ
た
が
、
食
後
カ
エ
ル
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
た
そ
う
だ
。
今
日
で
は

も
っ
ぱ
ら
婦
人
方
の
美
容
食
と
し
て
人
気
が
あ
る
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
、
種
蛙
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し

人
工
養
殖
を
は
じ
め
る
。

こ
の
年

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
本
格
的
に
栽
培
さ
れ
る

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
が
本
格
化
し
た
の
は
北
海
道
に
お
い
て
で
あ
る
。
ア
ス
パ
ラ
は
す
で
に
文
政
年
間
（
一
八
一
八

〜
三
〇
）
に
日
本
へ
伝
え
ら
れ
て
お
り
栽
培
も
行
わ
れ
て
は
い
た
の
で
あ
る
が
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
下
田
喜

久
三
が
約
五
町
歩
の
試
作
場
を
設
け
、
七
（
一
九
一
八
）
年
に
は
栽
培
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
別
名
、
蝦
夷
富
士
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
洋
蹄
山
の
麓
の
火
山
灰
地
が
そ
の
産
地
と
な
っ
た
。
下
田
喜
久
三
は
東
京
薬
学
校
を
卒
業
し
岩
内

に
帰
郷
し
、
冷
害
に
対
し
て
耐
え
う
る
安
全
な
作
物
を
探
し
求
め
て
つ
い
に
ア
ス
パ
ラ
の
栽
培
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ

る
。
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
一
月
に
彼
は
日
本
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
会
社
を
設
立
、
製
品
の
工
業
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
北
海
道
産
の
名
声
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

大
正
８
（
１
９
１
９
）
年

７
・
５

東
京
市
外
に
水
道
が
で
き
る

　
東
京
市
の
郊
外
一
円
に
上
水
道
を
敷
設
せ
よ
と
の
声
は
久
し
い
以
前
か
ら
だ
が
、
こ
れ
は
実
際
生
活
の
上
か
ら
見
て

も
、
ま
た
衛
生
の
上
か
ら
見
て
も
無
理
か
ら
ぬ
要
求
な
の
で
、
東
京
市
の
水
道
課
あ
た
り
で
も
、
内
々
調
査
を
な
し
、

東
村
山
の
大
貯
水
池
が
完
成
し
た
暁
に
は
、
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
意
向
も
あ
っ
た
。
概
要
を
聞
く
と
配
水
区
域
を
三

区
と
し
、
第
一
区
は
三
河
島
、
日
暮
里
、
南
北
千
住
、
尾
久
、
亀
戸
、
砂
村
、
大
島
、
隅
田
村
で
、
用
水
は
江
戸
川
か
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ら
仰
ぎ
、
金
町
付
近
に
取
入
口
を
設
け
、
浄
水
の
う
え
暗
渠
に
よ
り
隅
田
村
に
導
き
、
更
に
同
所
よ
り
各
方
面
に
配
水

す
る
と
い
う
も
の
。
第
二
区
は
西
巣
鴨
、
高
田
、
戸
塚
、
板
橋
、
新
宿
、
中
野
村
で
、
用
水
は
荒
川
を
志
村
付
近
よ
り

取
り
入
れ
、
ま
た
第
三
区
は
、
品
川
、
大
井
、
渋
谷
、
代
々
幡
、
千
駄
ヶ
谷
そ
の
他
で
、
用
水
を
多
摩
川
調
布
付
近
よ

り
取
り
入
れ
る
方
針
で
あ
る
。
工
費
は
区
に
よ
り
相
違
は
あ
る
が
、
一
区
五
〇
〇
万
円
な
い
し
七
〇
〇
万
円
内
外
宛
を

要
す
る
見
込
。

７
・
２
３

農
商
務
省
、
代
用
食
の
奨
励

　
「
現
時
の
食
料
問
題
解
決
の
方
策
と
し
て
は
、
米
其
他
食
糧
の
国
内
生
産
増
加
を
極
力
奨
励
す
る
と
共
に
、
外
米
の

供
給
を
潤
澤
に
す
る
の
急
務
な
る
は
勿
論
な
る
が
、
同
時
に
一
般
国
民
の
自
覚
自
制
に
依
り
、
国
内
に
於
て
近
々
収
穫

せ
ら
る
ゝ
麦
類
及
馬
鈴
薯
を
盛
ん
に
食
用
す
る
も
亦
最
も
緊
要
な
り
。
代
用
食
と
し
て
麥
飯
パ
ン
及
麺
類
に
付
い
て
は
、

巳
に
周
知
の
こ
と
な
る
を
以
て
茲
に
述
べ
ざ
る
も
、
馬
鈴
薯
米
及
馬
鈴
薯
飯
に
関
し
て
は
、
未
だ
普
く
知
ら
ざ
る
を
以

て
、
昨
年
秋
よ
り
巳
に
数
十
縣
に
亘
り
本
省
専
門
家
を
特
派
し
、
盛
に
試
食
会
を
開
催
し
た
り
し
た
が
、
更
に
原
産
地

よ
り
廉
価
に
其
の
乾
燥
品
の
供
給
を
計
る
の
必
要
を
認
め
、
今
回
農
商
務
省
に
於
て
は
、
渡
辺
技
手
を
北
海
道
に
、
草

野
嘱
託
を
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
の
四
懸
に
特
派
し
、
関
係
長
官
及
営
業
者
と
協
議
を
し
、
乾
燥
馬
鈴
薯
米
（
細

片
と
な
し
た
る
も
の
）
を
市
場
に
潤
澤
に
供
給
せ
し
む
る
様
、
極
力
奨
励
の
方
法
を
講
ず
る
筈
な
り
。
」

　
と
い
う
広
告
が
、
「
東
京
日
日
新
聞
」
に
載
る
。

７
・

カ
ル
ピ
ス
発
売

　
「
カ
ル
ピ
ス
」
の
始
祖
で
あ
る
三
島
海
雲
は
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
内
蒙
古
で
た
ま
た
ま
、
ア
メ
リ
カ

に
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
し
か
も
そ
れ
が
蒙
古
人
の
常
食
し
た
酸
乳
に
似
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

こ
れ
に
着
想
を
得
て
カ
ル
ピ
ス
の
製
造
を
志
す
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
東
京
に
帰
り
、
ま
ず
牛
乳
を
分
離
し
て
得

た
ク
リ
ー
ム
に
乳
酸
菌
を
培
養
し
て
「
醍
醐
味
」
を
つ
く
っ
た
。
と
こ
ろ
が
脱
脂
乳
の
処
分
に
困
っ
て
当
時
は
捨
て
て

い
た
。
そ
こ
で
脱
脂
乳
の
利
用
方
法
を
研
究
し
、
脱
脂
乳
に
乳
酸
菌
を
培
養
し
て
「
醍
醐
素
」
と
名
付
け
て
発
表
し
た

が
、
当
時
は
売
れ
な
か
っ
た
。
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
な
っ
て
、
後
の
カ
ル
ピ
ス
食
品
工
業
の
常
務
が
脱
脂
乳
に

砂
糖
を
加
え
て
来
客
に
出
し
、
そ
の
残
り
を
翌
日
飲
ん
で
み
た
ら
、
そ
れ
が
非
常
に
美
味
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
約

半
年
研
究
し
た
結
果
、
同
年
七
月
に
初
め
て
商
品
と
し
て
の
「
カ
ル
ピ
ス
」
の
名
で
発
表
し
た
。

　
当
時
栄
養
学
界
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
重
要
性
が
力
説
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
醍
醐
味
（
梵
語
で
サ
ル

ピ
ス
と
い
う
）
を
結
び
付
け
て
「
カ
ル
ピ
ス
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
初
め
着
色
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
三
島
の
主
張

で
自
然
の
ま
ま
の
乳
白
色
と
し
、
こ
れ
に
「
初
恋
の
味
」
を
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
つ
け
て
宣
伝
し
た
の
が
当
っ

た
の
で
あ
る
。

８
・

森
永
ミ
ル
ク
コ
コ
ア
を
発
売

　
森
永
の
専
務
・
松
崎
半
三
郎
は
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
九
月
、
千
葉
県
の
愛
国
煉
乳
合
資
会
社
を
買
収
し
て
、

日
本
煉
乳
株
式
会
社
を
創
立
し
、
自
ら
社
長
と
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
七
（
一
九
一
八
）
年
森
永
第
六
煉
乳
工
場
を
静
岡

県
田
方
郡
錦
田
村
に
設
け
、
こ
の
年
ミ
ル
ク
コ
コ
ア
三
〇
匁
入
罐
を
四
五
銭
で
発
売
し
た
。
こ
れ
は
日
本
に
お
け
る
コ

コ
ア
粉
製
品
製
造
の
初
め
で
あ
っ
た
。
コ
コ
ア
は
カ
カ
オ
・
ビ
ー
ン
ズ
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
取
る
さ
い
に
出
る
残
留

物
で
、
約
半
分
ぐ
ら
い
が
残
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
商
品
と
し
て
売
れ
れ
ば
必
然
的
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
値
段
も

下
げ
ら
れ
る
の
で
、
森
永
も
商
品
化
に
努
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
広
告
に
よ
れ
ば
、

　
「
本
品
は
我
国
に
於
け
る
最
初
の
試
み
に
て
當
社
特
製
の
コ
コ
ア
に
粉
砂
糖
及
び
コ
ナ
ミ
ル
ク
を
適
量
に
調
和
し
た

る
も
の
に
し
て
、
使
用
法
軽
便
而
し
て
、
品
質
舶
来
品
に
遜
色
な
く
、
価
格
低
廉
な
れ
ば
現
代
的
好
飲
料
と
し
て
非
常

に
歓
迎
せ
ら
る
。
」

　
と
あ
る
。

こ
の
年
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平
民
パ
ン
食
堂
創
業

　
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
ご
ろ
の
食
パ
ン
の
価
格
は
一
食
分
六
銭
パ
ン
粉
は
１
０
０
匁
（
三
七
五
グ
ラ
ム
）
に
つ
き

一
八
銭
と
伝
え
ら
れ
る
。
新
橋
に
平
民
食
堂
を
開
い
て
安
価
な
食
事
を
提
供
し
て
い
た
加
藤
時
次
郎
は
、
大
正
八
（
一

九
一
九
）
年
、
浅
草
駒
形
に
「
平
民
パ
ン
食
堂
」
を
創
業
。
日
本
で
初
め
て
の
パ
ン
の
軽
便
食
堂
と
し
て
、
朝
七
時
半

か
ら
、
夜
七
時
半
ご
ろ
ま
で
、
パ
ン
に
バ
タ
ー
、
野
菜
ス
ー
プ
、
紅
茶
な
ど
を
添
え
て
一
五
銭
で
売
り
出
し
、
話
題
に

な
っ
た
。

こ
の
年

冷
凍
事
業
の
初
め

　
ア
メ
リ
カ
で
空
気
冷
凍
法
を
学
ん
だ
葛
原
猪
平
は
、
工
業
的
規
模
で
魚
類
の
冷
凍
事
業
に
乗
り
出
す
こ
と
を
決
意
し
、

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
米
国
か
ら
、
技
師
ハ
ワ
ー
ド
・
ゼ
ン
ク
ス
を
招
い
て
、
伊
豆
の
網
代
で
こ
の
方
法
に
よ
る

凍
結
試
験
を
実
施
し
た
。
こ
れ
が
一
応
の
成
功
を
み
た
こ
と
か
ら
、
神
奈
川
県
三
崎
に
「
葛
原
冷
蔵
庫
」
を
設
立
、
翌

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
、
資
本
金
二
、
〇
〇
〇
万
円
の
会
社
に
ま
で
発
展

し
、
北
海
道
や
沿
海
州
に
冷
凍
工
場
を
設
け
た
り
、
何
隻
も
の
冷
凍
運
搬
船
を
建
造
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
が
、
大
正

十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
恐
慌
の
あ
お
り
を
受
け
て
解
散
し
た
。

大
正
９
（
１
９
２
０
）
年

１
１
・
１
７

森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
製
造
開
始

　
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
、
松
崎
半
三
郎
日
本
煉
乳
株
式
会
社
社
長
は
ア
メ
リ
カ
視
察
に
出
発
し
た
が
、
そ
の
際
、

ア
メ
リ
カ
、
バ
フ
ロ
バ
ッ
ク
社
の
ド
ラ
ム
・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
バ
ロ
メ
ト
リ
ッ
ク
・
コ
ン
デ
ン
サ
、
急
速
循
環
式
エ
バ
ポ

レ
ー
タ
ー
を
購
入
、
先
に
建
設
し
た
三
島
、
錦
田
工
場
に
設
置
し
た
。
そ
し
て
こ
の
年
七
月
、
森
永
は
日
本
煉
乳
を
合

併
し
、
十
一
月
十
七
日
か
ら
森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
の
製
造
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
実
に
我
国
に
お
け
る
機
械
力

に
よ
る
粉
乳
製
造
の
発
端
で
あ
り
、
同
社
技
師
農
学
士
湯
地
定
武
お
よ
び
技
手
松
原
四
七
の
功
績
に
は
大
き
な
も
の
が

あ
っ
た
。
当
時
、
我
国
で
は
濠
州
産
粉
乳
の
ラ
ク
ト
ー
ゲ
ン
等
が
育
児
用
と
し
て
売
行
き
が
旺
盛
で
あ
っ
た
が
、
森
永

は
唯
一
の
国
産
品
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
と
し
て
こ
れ
に
堂
々
と
拮
抗
し
て
声
価
を
高
め
た
の
で
あ
る
。

大
正
１
０
（
１
９
２
１
）
年

こ
の
年

浅
田
飴
、
肝
油
ド
ロ
ッ
プ
な
ど
薬
用
菓
子
を
宣
伝

　
飴
は
古
く
か
ら
大
衆
相
手
の
菓
子
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
た
。
江
戸
時
代
以
来
、
神
社
や
寺
の
縁
日
や
盛
り
場
な

ど
人
の
集
ま
る
場
所
に
飴
売
り
が
出
て
派
手
な
衣
裳
や
鳴
り
物
入
り
で
露
店
行
商
を
行
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で

オ
ッ
ト
セ
イ
エ
キ
ス
を
水
飴
に
配
合
し
た
「
オ
ッ
ト
セ
イ
益
寿
飴
」
が
肺
病
、
胃
病
に
効
有
り
と
宣
伝
さ
れ
た
し
、
又
、

明
治
の
頃
、
既
に
「
浅
田
飴
」
が
、
咳
嗽
一
切
に
特
効
あ
る
飴
と
し
て
世
間
の
評
判
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
背
景

を
も
ち
つ
つ
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
の
頃
、
浅
田
飴
は
い
ぜ
ん
「
良
薬
に
し
て
口
に
甘
く
」
と
広
告
さ
れ
、
又
、

河
合
亀
太
郎
が
創
製
し
た
肝
油
ド
ロ
ッ
プ
ス
も
、
「
甚
し
き
臭
味
を
忍
び
て
肝
油
を
飲
用
す
べ
き
時
代
は
去
れ
り
」
と

盛
ん
に
宣
伝
を
は
じ
め
た
。

大
正
１
１
（
１
９
２
２
）
年

２
・
１
１

グ
リ
コ
発
売

　
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
、
佐
賀
県
人
、
江
崎
利
一
は
弟
清
六
と
共
同
し
て
、

グ
リ
コ

製
造
に
着
手
し
た
。
今
日
、

ア
ー
モ
ン
ド
・
グ
リ
コ

と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
た
グ
リ
コ
の
起
こ
り
で
あ
る
。
江
崎
は
、
製
造
の
翌
（
一
九
二
二
）

年
二
月
十
一
日
紀
元
節
に
、

栄
養
菓
子
・
グ
リ
コ

と
銘
う
っ
て
新
聞
の
広
告
面
に
出
現
し
た
。

グ
リ
コ
一
粒
三
百
米
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（
メ
ー
ト
ル
）

の
標
語
は
巧
み
に
消
化
さ
れ
、
そ
の
新
聞
の
豆
広
告
は
全
部
カ
タ
カ
ナ
で
、
幼
年
層
に
絶
対
に
読
ま
せ

る
力
を
持
っ
て
い
た
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
、
チ
ョ
キ
（
鋏
）
、
パ
ア
（
紙
）
、
グ
リ
コ
（
石
）
。
略
画
に
清
朝
風
の
ゴ

シ
ッ
ク
体
カ
タ
カ
ナ
宣
伝
文
は
、
洋
菓
子
広
告
に
ひ
と
つ
の
新
気
風
を
送
り
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
グ
リ
コ
の
オ
マ
ケ

（
玩
具
景
品
）
は
幼
年
者
に
多
く
の
魅
力
を
持
た
せ
、
昭
和
初
期
に
は
森
永
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
も
い
さ
さ
か
圧
倒
気

味
と
な
り
、
ミ
ゼ
ッ
ト
を
以
て
抵
抗
し
た
が
、
全
く
グ
リ
コ
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。

４
・

調
理
に
電
熱
が
利
用
さ
れ
る

　
家
庭
用
電
熱
は
、
そ
の
利
用
価
値
が
そ
ろ
そ
ろ
注
目
さ
れ
か
か
っ
て
き
た
段
階
で
、
ま
だ
料
金
規
定
は
な
か
っ
た
が
、

食
物
の
教
育
に
熱
心
だ
っ
た
東
京
府
立
第
三
高
女
の
割
烹
室
に
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
新
し
く
電
熱
使
用
の

台
所
が
作
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
「
電
気
カ
マ
ド
、
大
小
の
電
気
七
輪
、
電
気
テ
レ
ビ
、
電
気
パ
ン
焼
、
電
気
コ
ー
ヒ
ー

沸
し
」
が
置
か
れ
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
御
飯
も
煮
物
も
パ
ン
も
で
き
、
「
こ
の
台
所
で
は
女
中
の
必
要
が
な
い
」
と
見

学
者
の
目
を
み
は
ら
せ
た
。
し
か
し
電
熱
器
を
使
用
し
た
調
理
は
、
当
時
の
電
気
料
金
を
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
五
銭
と
み

て
、
パ
ン
一
斤
を
焼
く
の
に
一
銭
、
卵
四
個
を
煮
る
の
に
二
銭
五
厘
と
い
う
よ
う
に
、
費
用
が
か
さ
む
の
で
、
い
く
ら

便
利
で
も
ま
だ
家
庭
に
入
り
込
む
余
地
は
な
か
っ
た
。

５
・
２
９

「
経
済
栄
養
献
立
」
発
表

　
こ
の
頃
に
な
る
と
、
上
流
階
級
だ
け
に
限
ら
ず
、
一
般
家
庭
婦
人
も
料
理
講
習
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
文
化
生
活
、

生
活
改
善
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
た
。
栄
養
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
た
栄
養
研
究
所
所
長
佐
伯
博
士
は
、
理
想
的
な

献
立
を
作
成
し
て
、
一
般
市
民
を
啓
蒙
し
、
真
の
食
生
活
改
善
運
動
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
「
経
済
栄
養
献
立
」
は
、

東
京
朝
日
、
東
京
日
々
、
読
売
な
ど
、
主
要
新
聞
に
毎
日
掲
載
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
地
方
紙
に
も
載
っ
た
。
ま
ず
第
一

日
目
の
献
立
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
米
飯
　
米
一
升
五
勺
（
一
・
五
キ
ロ
）

　
副
食
　
朝
　
キ
ャ
ベ
ツ
の
味
噌
汁
、
貝
柱
の
佃
煮

　
　
　
　
昼
　
塩
鮭
の
刺
身
、
筍
と
わ
か
め
の
お
ろ
し
揚
げ

　
　
　
　
夕
　
豚
肉
と
野
菜
の
カ
レ
ー
、
筍
の
ア
チ
ャ
ラ
漬
け

　
こ
の
献
立
は
、
三
人
家
族
で
副
食
費
約
五
五
銭
五
厘
（
主
食
は
一
升
五
勺
で
約
四
五
銭
）
、
カ
ロ
リ
ー
二
五
〇
〇
、

蛋
白
質
二
〇
匁
（
七
五
グ
ラ
ム
）
、
体
重
一
三
貫
五
〇
〇
匁
（
五
〇
・
六
キ
ロ
）
の
中
等
労
作
者
を
標
準
に
作
ら
れ
、

日
曜
以
外
の
毎
日
、
実
物
も
つ
く
っ
て
公
開
さ
れ
た
。

大
正
１
２
（
１
９
２
３
）
年

４
・

圧
搾
イ
ー
ス
ト
パ
ン
製
造

　
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
製
パ
ン
技
術
を
学
び
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
帰
朝
し
た
杉
本
隆
治
は
、
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ

ン
イ
ー
ス
ト
を
日
本
に
紹
介
し
て
、
丸
本
、
金
子
記
者
ら
の
支
援
に
よ
り
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
国
民
新
聞

社
の
講
堂
で
、
初
め
て
純
粋
培
養
イ
ー
ス
ト
に
よ
る
製
パ
ン
講
習
会
を
開
い
た
。
し
か
し
日
本
の
パ
ン
業
者
は
こ
れ
を

黙
殺
し
た
。
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
四
月
、
杉
本
隆
治
ら
が
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
イ
ー
ス
ト
社
の
嘱
託
技
師
オ
ッ
ト

マ
テ
ィ
を
招
い
て
行
っ
た
公
開
実
験
で
、
小
麦
粉
一
袋
（
二
二
キ
ロ
）
ポ
ン
ド
（
一
・
三
六
キ
ロ
）
の
圧
搾
イ
ー
ス
ト

を
用
い
、
混
捏
か
ら
焼
き
上
げ
ま
で
た
っ
た
一
五
〇
分
と
い
う
驚
異
的
な
速
さ
を
示
し
た
。
こ
れ
は
品
質
の
点
で
も
市

販
の
国
産
パ
ン
を
圧
倒
し
、
こ
こ
に
は
っ
き
り
と
圧
搾
生
イ
ー
ス
ト
に
よ
る
製
パ
ン
の
道
が
開
け
、
や
が
て
昭
和
の
初

め
に
は
国
産
生
イ
ー
ス
ト
工
業
が
発
足
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
年

乳
性
飲
料
の
製
造
販
売
活
発
化

　
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
頃
か
ら
乳
性
飲
料
が
非
常
な
勢
い
で
製
造
販
売
さ
れ
、
森
永
で
は
「
コ
ー
ラ
ス
」
を
作
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り
、
畜
産
試
験
場
で
は
「
ラ
ク
ミ
ン
」
を
作
っ
た
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
東
京
製
乳
研
究
所
が
起
こ
さ
れ

「
ラ
ク
ミ
ン
」
を
製
造
販
売
し
、
そ
の
後
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
至
っ
て
明
治
製
菓
が
引
き
つ
い
で
製
造
販
売
し

た
。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
熊
本
の
松
田
工
業
が
「
ミ
ル
プ
」
を
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
昭
和
製
乳
が

「
レ
ッ
キ
ス
」
を
、
守
山
商
会
は
「
パ
ー
ピ
ス
」
を
出
し
、
北
海
道
酪
農
公
社
は
「
ブ
ル
ゲ
ン
」
を
発
売
し
、
そ
の
他

の
地
方
で
も
種
畜
場
な
ど
で
試
作
し
、
ま
た
市
乳
業
者
の
中
で
も
こ
れ
を
つ
く
っ
た
人
々
が
あ
っ
た
。
し
か
し
昭
和
十

八
（
一
九
四
三
）
年
か
ら
軍
需
カ
ゼ
イ
ン
の
製
造
を
命
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
れ
と
競
合
す
る
た
め
、
こ
の
種

の
乳
性
飲
料
は
カ
ル
ピ
ス
な
ど
の
軍
需
用
以
外
は
次
第
に
製
造
を
中
止
し
た
。

こ
の
年

関
東
大
震
災
、
握
り
ず
し
を
流
行
さ
せ
る

　
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
の
大
震
災
で
、
家
を
失
い
職
場
を
焼
か
れ
た
数
多
く
の
市
民
、
こ
と
に
職
人
衆
が

上
方
に
流
れ
て
き
た
。
す
し
と
い
え
ば
鯖
ず
し
か
箱
ず
し
だ
け
だ
っ
た
関
西
に
、
握
り
ず
し
を
は
や
ら
せ
た
の
も
こ
の

震
災
で
あ
る
。
も
と
よ
り
関
西
に
握
り
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
関
東
と
は
魚
の
種
類
や
品
質
が
ち
が
う
の

で
、
純
上
方
の
職
人
に
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
こ
な
せ
な
か
っ
た
し
、
お
客
も
ま
た
妙
に
生
臭
い
握
り
に
は
馴
染
め

な
い
。
山
家
の
京
都
で
は
、
大
正
初
期
で
も
塩
魚
を
握
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
本
場
か
ら
流
れ
て
き
た
職
人
が
本
格
的

に
握
る
。
同
じ
く
流
れ
て
き
た
避
難
民
が
そ
れ
を
食
べ
郷
愁
に
ふ
け
る
。
そ
し
て
次
第
に
地
元
の
人
々
に
も
と
け
こ
ん

で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
年

地
方
味
噌
、
東
京
へ
進
出

　
明
治
か
ら
大
正
期
ま
で
味
噌
業
界
は
各
府
県
で
順
調
な
発
展
を
と
げ
た
が
、
そ
の
間
で
も
地
域
に
よ
り
乱
売
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
東
京
が
需
要
量
か
ら
い
っ
て
全
国
で
最
も
大
き
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
東
京
に
入
っ
た
地
方
味
噌
は

な
い
。
そ
れ
は
当
時
、
東
京
府
内
の
味
噌
生
産
者
が
非
常
に
強
力
で
す
べ
て
の
種
類
の
味
噌
は
ほ
と
ん
ど
府
内
で
つ
く

ら
れ
、
地
方
か
ら
の
進
出
は
容
易
で
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
地
方
味
噌
の
進
出
は
関
東
大
震
災
が
契
機
だ
っ
た
。
震

災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
た
め
東
京
に
味
噌
が
な
く
な
り
、
政
治
的
に
地
方
味
噌
の
出
荷
を
要
請
し
た
り
、

問
屋
が
直
接
地
方
に
出
向
い
て
買
付
け
を
行
っ
て
東
京
市
民
の
需
要
に
あ
て
た
こ
と
が
地
方
味
噌
の
東
京
進
出
の
機
会

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
新
潟
、
長
野
な
ど
を
は
じ
め
各
地
か
ら
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
震
災
の
復
興
と
と
も

に
焼
失
し
た
工
場
は
新
設
を
は
じ
め
、
ま
た
設
備
の
近
代
化
も
行
わ
れ
完
全
に
復
旧
し
た
。

大
正
１
３
（
１
９
２
４
）
年

こ
の
年

大
衆
食
堂
「
須
田
町
食
堂
」
開
業

　
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
大
震
災
を
機
会
に
、
飲
食
店
の
ス
タ
イ
ル
や
料
理
の
味
は
一
変
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ

が
、
一
軒
の
店
で
和
・
洋
・
中
す
べ
て
の
日
常
料
理
を
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
大
衆
飲
食
店
が
で
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

江
戸
時
代
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
牛
鍋
、
天
ぷ
ら
は
老
舗
を
名
乗
る
店
を
生
み
だ
し
た
が
、
牛
鍋
と
い
う
こ
と
ば
自

体
が
古
め
い
て
き
こ
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
関
西
方
面
で
使
わ
れ
て
い
た
「
す
き
や
き
」
と
い
う
こ
と
ば
が
一
般
化
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
東
京
で
は
、
関
西
料
理
が
急
速
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
須
田
町
食
堂
の
よ
う
な
新
し
い
大

衆
食
堂
ま
で
、
す
き
や
き
を
だ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
他
は
野
菜
サ
ラ
ダ
、
カ
ツ
レ
ツ
な
ど
を
五
銭
で
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
、
合
の
子
皿
な
ど
を
八
銭
で
だ
し
て
い
た
。

こ
の
年

三
越
で
冷
凍
魚
を
販
売

　
葛
原
冷
蔵
株
式
会
社
の
冷
凍
魚
が
、
三
越
で
初
め
て
売
り
だ
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
三
越
で
魚
を
売
っ
た
の
は
創
業

以
来
の
こ
と
で
、
、

　
「
意
外
な
人
の
意
外
な
商
売
、
三
越
が
肴
屋
と
な
る
」

　
と
新
聞
に
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
し
か
も
、
冷
凍
魚
は
、
ア
メ
リ
カ
の
空
気
冷
凍
法
が
と
り
い
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

食生活世相史　第2部　食生活世相史年表　大正編



て
か
ら
、
ま
だ
五
年
し
か
た
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
に
は
も
の
珍
し
い
も
の
だ
っ
た
。
さ
け
、
ま
す
、
た
い
、
ぶ
り
、

た
ら
、
し
ら
う
お
、
に
し
ん
、
生
か
ず
の
こ
な
ど
が
ガ
ラ
ス
棚
に
陳
列
さ
れ
、
そ
の
新
鮮
さ
と
安
値
は
、
た
ち
ま
ち
評

判
と
な
っ
た
。
役
所
帰
り
の
男
が
、
硫
酸
紙
に
包
ん
で
り
っ
ぱ
な
黒
か
ば
ん
に
し
ま
い
込
み
、
す
ま
し
て
帰
る
風
景
も

見
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
年

明
治
製
菓
誕
生

　
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
十
月
九
日
、
東
京
菓
子
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
た
。
大
正
五
年
十
二
月
六
日
、
大
正
製
菓

株
式
会
社
が
、
明
治
製
糖
株
式
会
社
の
社
長
相
馬
半
治
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
創

立
さ
れ
た
明
治
製
糖
に
お
い
て
は
、
既
に
台
湾
に
お
け
る
粗
糖
業
の
基
盤
を
確
立
し
、
内
地
に
お
い
て
は
精
糖
業
も
兼

営
し
て
い
た
が
、
相
馬
氏
は
砂
糖
の
消
費
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
製
菓
製
乳
事
業
を
経
営
す
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
。

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
一
月
に
大
正
製
菓
は
解
散
し
東
京
菓
子
が
こ
れ
を
吸
収
合
併
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
正
六
年

三
月
二
十
日
、
新
し
い
東
京
菓
子
株
式
会
社
が
発
足
、
つ
い
で
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
九
月
一
日
、
社
名
を
明
治

製
菓
株
式
会
社
と
変
更
し
た
。

こ
の
年

即
席
食
品
の
宣
伝
盛
ん

　
「
即
席
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
現
在
で
は
「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
」
と
い
う
こ
と
ば
に
か
わ
り
、
「
ほ
ぼ
調
理
が
完
成
し

て
い
て
加
熱
そ
の
他
き
わ
め
て
簡
単
な
調
理
的
処
理
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
当

時
は
も
っ
と
不
明
確
で
、
し
か
も
広
い
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
パ
ン
や
干
物
、
菓
子
な
ど
の
よ
う
に
初
め
か
ら
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
別
と
し
て
、
本
来
家
庭
で
原
材
料
か
ら
調
理
し
て
い
く
も
の
が
既
製
品
と
し
て
売
ら
れ
て
い
れ
ば
全

て
即
席
食
品
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
即
席
カ
レ
ー
」
「
ゼ
リ
ー
の
素
」
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
素
」
と
い
っ

た
も
の
は
み
な
、
か
な
り
古
い
時
期
に
現
わ
れ
て
い
た
即
席
食
品
の
一
種
で
あ
る
。
「
レ
モ
ン
紅
茶
の
素
、
レ
チ
ラ
ッ

プ
」
も
そ
の
一
つ
で
、
こ
の
頃
は
新
聞
の
三
段
の
広
告
を
出
す
ほ
ど
売
行
き
が
よ
か
っ
た
。

大
正
１
４
（
１
９
２
５
）
年

２
・

ア
メ
リ
カ
製
紙
食
器
登
場

　
明
治
時
代
に
は
、
飯
椀
も
汁
椀
も
盃
な
ど
も
、
全
て
木
製
と
い
う
の
が
普
通
の
事
で
あ
っ
た
、
。
し
か
し
、
警
視
庁

な
ど
で
全
市
に
わ
た
っ
て
飲
食
器
具
の
調
査
を
す
る
と
、
必
ず
七
〜
八
〇
％
の
不
良
品
が
検
出
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、

汁
椀
を
除
き
ほ
と
ん
ど
全
て
の
食
器
が
、
陶
磁
器
か
ガ
ラ
ス
に
代
わ
っ
た
。
そ
の
頃
の
変
わ
り
種
と
し
て
、
こ
の
紙
食

器
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
、
皿
、
フ
ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン
が
あ
り
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
よ
り
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
た
。
簡
便
な
こ
と
か
ら
、
野
外
園
遊
会
用
に
使
わ
れ
た
。

３
・

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
製
造
は
じ
ま
る

　
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
、
東
京
に
食
品
工
業
と
い
う
小
さ
な
会
社
が
誕
生
し
て
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
製
造
を
は
じ

め
た
。
そ
れ
ま
で
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
つ
く
り
方
を
紹
介
す
る
記
事
は
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
『
婦
女
雑
誌
』

や
、
『
食
道
楽
』
の
中
に
み
ら
れ
た
が
、
商
品
と
し
て
工
業
生
産
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
製
品
は
、

と
き
ど
き
ひ
っ
そ
り
と
新
聞
の
一
行
広
告
に
名
前
が
出
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
家
庭
で
つ
く
る
こ
と
が
時
間

的
に
も
技
術
的
に
も
む
ず
か
し
く
、
そ
の
味
さ
え
も
知
ら
な
い
人
が
多
か
っ
た
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
、
既
製
品
と
し
て
売
り

出
し
た
こ
と
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
次
第
に
人
々
の
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
そ
の
も
の
の
需
要

層
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
会
社
の
製
品
が
す
ぐ
に
日
の
目
を
み
る
と
い
う
現
象
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
が
、

第
二
次
大
戦
後
に
脚
光
を
浴
び
、
現
在
我
国
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
過
半
を
占
め
る
株
式
会
社
、
「
キ
ュ
ー
ピ
ー
」
が
成
長
し

た
。
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こ
の
年

醤
油
着
色
料
の
特
許
を
と
る

　
い
ま
ま
で
醤
油
原
料
と
し
て
小
麦
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
大
蔵
省
醸
造
試
験
所
技
師
の
黒
野
勘
六
ら

が
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
原
料
に
、
二
年
醤
油
と
同
じ
よ
う
な
色
と
香
り
を
持
つ
醤
油
を
三
〜
四
ヵ
月
で
作
り
、
本
来
な

ら
小
麦
一
石
（
二
七
円
ぐ
ら
い
）
を
要
す
る
量
の
醤
油
が
一
五
〜
六
円
の
量
で
で
き
る
と
発
表
。
翌
十
五
（
一
九
二
六
）

年
に
工
業
的
実
験
に
成
功
し
た
。
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